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研究成果の概要（和文）：本研究の目的はバランスト・スコアカードという管理会計手法に代表

される，戦略的業績管理システムのマネジャーの心理や行動に対する影響を実証的に明らかに

することである。その目的を達成するため，文献レビューとフィールドリサーチ，および日本

企業の予算管理システムに関する郵送質問票調査を実施し，戦略的業績管理システムの特徴と

効果に関する一定の証拠を得ることができた。 

 
研究成果の概要（英文）：This study conducted a literature review, field research and a 
questionnaire survey of Japanese companies regarding budgetary management systems to 
empirically demonstrate the influence that Strategic Performance Measurement Systems 
(SPMS), typified by the Balanced Scorecard, have on the mind-set and behavior of managers, 
and through this, was able to obtain a degree of evidence regarding the characteristics 
and effects of SPMS. 
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１．研究開始当初の背景 

 近年，バランスト・スコアカード（Balanced 
Scorecard；以下 BSC と略）のように，財務
指標と非財務指標を戦略と整合させるよう
に組み合わせた，戦略的業績管理システム
（ Strategic Performance Measurement 
Systems；以下 SPMS と略）の重要性が指摘さ
れている。しかし，SPMS に関する先行研究に
は以下のような 4つの課題があった。 

 第 1に，SPMS の概念定義と測定指標が必ず
しも適切なものではなかった。とくに BSC や
戦略マップに記述される業績指標間の「因果
関係」について，定義が明確ではなかった。
また，SPMSのなかでもとくにBSCについては，
インタラクティブ・コントロール・システム
（Interactive Control Systems；以下 ICS
と略）として用いるべきという主張が多かっ
たが，ICS としての活用の具体的な方法が明
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らかにされていなかった。 
 第 2に，SPMS がどのような階層のマネジャ
ーのどのような心理や行動に影響を及ぼす
かについて，先行研究ではさまざまな分析が
なされており，対象が明確ではなかった。 
 第 3に，SPMS のマネジャーの心理や行動へ
の影響を左右する要因に注目した研究が少
なかった。 
 第 4に，海外と比較した場合に日本では実
証研究が少なく，日本企業を対象とした郵送
質問票調査，1 社または複数社を対象とした
定性的・定量的フィールドリサーチを実施す
る必要性が大きかった。 
 
２．研究の目的 

 本研究の最終的な目的は，日本企業におけ
る戦略的業績管理システム（SPMS）のマネジ
ャーの心理や行動に対する影響を実証的に
明らかにすることである。その最終目的を達
成するために，以下の 3つの具体的な研究目
標を設定した。 

（1）第 1 は，SPMS 研究の分析フレームワー
クを精緻化することである。すなわち，①
SPMS の概念をより適切に定義したうえで新
たな測定指標を開発し，②どのような階層の
マネジャーのどのような心理・行動への影響
がもっとも重要な分析対象になるのかを明
確にし，③インタラクティブ・コントロー
ル・システムとしての SPMS の具体的な活用
方法を明らかにし，④SPMS のマネジャーの心
理や行動への影響を左右する決定的な要因
を探索することを目指した。 
 
（2）第 2 は，上記の分析フレームワークに
基づき，定性的フィールドリサーチによって，
日本企業における SPMS の特徴と効果を具体
的に記述することである。その際，さまざま
な階層のマネジャーにインタビューを実施
し，彼らが知覚している効果を明らかにする
ことを目指した。 
 
（3）第 3は，日本企業における SPMS のより
一般的な特徴と効果を明らかにする準備段
階として，伝統的な業績管理システムである
予算管理システムの特徴と効果を明らかに
することである。その際，予算管理システム
を戦略的に用いている企業の特徴と効果が
明確になることを目指した。 
 

３．研究の方法 

（1）文献レビュー 
「２．研究の目的」で述べた，第 1の研究

目標を達成するために，戦略的業績管理シス
テム（SPMS）を含む，業績管理システム全般
に関する先行研究の文献レビューを実施し
た。その際，レビュー対象には，国内外の会
計の学術誌だけではなく，経営学や心理学の

学術誌も含めている。また，論文データベー
スを用いた網羅的レビューを実施し，可能な
限り多くの文献を調査対象とした。 
 

（2）フィールドリサーチ 
 第 2の研究目標を達成するために，日本企
業 2社を対象としたフィールドリサーチを実
施した。なお，本研究の最終的な目的を達成
するためには，質問票調査の結果などの定量
データを用いた定量的フィールドリサーチ
を実施すべきであるが，本研究では文献レビ
ューによる分析フレームワークの精緻化と
並行してフィールドリサーチを実施したた
め，理論構築を目的とし，インタビューを中
心とする定性的フィールドリサーチを実施
した。 
 
（3）郵送質問票調査 
 第 3の研究目標を達成するために，共同研
究の一環として，2012 年 2-3 月にかけて，日
本企業の予算管理を中心とするマネジメン
ト・コントロール・システムとマネジャーの
行動の実態を明らかにすべく，東京証券取引
所第一部上場企業 1,674社の経営管理責任者
（経営企画部長，経理部長など）に対し，郵
送質問票調査を実施した。回答企業は 263 社
（回率 15.7％）であった。 
 
４．研究成果 
 「３．研究の方法」で述べた研究方法に基
づき研究を実施したことで，戦略的業績管理
システム（SPMS）がマネジャーの心理や行動
に与える影響について，以下のような研究成
果を得ることができ，今後の研究の方向性を
示すこともできた。 
（1）文献レビューによる研究成果 
  国内外の SPMS 研究を総括することで，そ
の分析フレームワークについて，つぎの 4つ
の観点で精緻化することができた。 
①SPMS の概念定義と測定指標 
 SPMS 概念を構成する重要な要素である業
績指標間の「因果関係」について，先行研究
で指摘されてきた，a）統計的な因果関係，b）
論理的な関係，c）合目的的な関係という 3
つの分類だけではなく，因果関係が統計的に
検証されているか否かにかかわらず，その関
係が成立しているというマネジャーの信念
の強さが重要であることを明らかした。 
 本研究では新たな測定指標の開発はでき
なかったが，国内外の研究を総括した概念の
整理ができたことで，今後の指標開発に資す
る重要な貢献ができたといえる。 
以上の成果の一部は「５．主な発表論文等」

の〔学会発表〕の④にまとめている。 
 

②分析対象とすべきマネジャーの階層とそ
の心理や行動 



 分析対象とすべきマネジャーの階層とし
て，実際に戦略を実行する生産や営業の現場
マネジャーが重要になることを明らかにし
た。その理由は現実の企業では彼らに戦略的
な行動をとらせることが大きな課題になっ
ているのにもかかわらず，先行研究が少ない
ことにある。 
 また，SPMS が現場マネジャーの全社的な統
一感という心理を向上させ，他のマネジャー
との協調的行動を促進させる可能性を示す
ことができた。 
以上の成果の一部は〔学会発表〕の①と④

にまとめている。 
 

③インタラクティブ・コントロール・システ
ム（ICS）としての SPMS の具体的な活用方法 
 SPMS を ICS として活用することについて，
とくにバランスト・スコアカード（BSC）を
対象とする場合，既存研究の ICS の概念定義
には問題があることを明らかにした。この成
果の一部は〔雑誌論文〕の④と〔学会発表〕
の④にまとめ，後述するフィールドリサーチ
による研究成果の前提となった。 
 
④SPMS のマネジャーの心理や行動への影響
を左右する決定的な要因 
 SPMS のマネジャーの心理や行動への影響
を左右する要因として，従来の SPMS 研究の
文脈では重視されていなかった，組織単位長
（事業部長など）のリーダーシップが決定的
に重要であることを明らかにした。この成果
の一部は〔学会発表〕の⑤にまとめている。 
 
（2）フィールドリサーチによる研究成果 
 日本企業 2社を対象としたフィールドリサ
ーチを実施することで，これまでの日本の先
行研究ではそれほど明らかにされてこなか
った，SPMS の特徴と効果について，具体的に
記述することができた。 
 とくに食品会社に対するインタビュー調
査によって，代表的な SPMS である BSC を ICS
として活用する方法を記述することができ
た。その際，既存研究で指摘されてきた，a)
トップ・マネジメントや b）事業マネジャー
による徹底的な活用，c）両者の対面での挑
戦的討論の浸透，d）戦略的不確実性への集
中，e）エンパワメントされた環境という ICS
の 5 つの特性だけではなく，戦略的行動と日
常業務の区別や報酬システムとのリンクの
強さが重要になることを明らかにした。 
以上の成果の一部は〔雑誌論文〕の④にま

とめている。 
 
（3）郵送質問票調査による研究成果 
 上記の文献レビューとフィールドリサー
チと並行し，日本企業における SPMS のより
一般的な特徴と効果を明らかにする準備段

階として，郵送質問票調査を実施し，SPMS と
対比すべき伝統的な業績管理システムであ
る予算管理システムの特徴と効果を明らか
にした。その際，予算管理システムを戦略的
に用いている企業の特徴，すなわち，脱予算
経営（Beyond Budgeting）と呼ばれるような
仕組みをとっているか否かを探索し，その効
果を明らかにすることを目指した。 
 調査の結果，ローリング予算や相対的改善
契約といった脱予算経営の特徴を明確にも
った企業はそれほど多くはないことを明ら
かにした。ただし，予算に基づく業績評価と
して，主観的調整を含む評価を行っている企
業は多く，予算をある程度は戦略的に用いて
いる企業も存在する可能性を示した。また，
戦略的な組織文化を有する企業に適合した
予算管理の活用方法がある可能性も示し，そ
のような活用をしている企業は予算管理を
効果的であると知覚していることを明らか
にした。 
 以上の成果の一部は〔雑誌論文〕の①，②，
③および〔学会発表〕の①，②，③にまとめ
ている。 
 
（4）今後の展望 
 本研究によって，SPMS がマネジャーの心理
や行動に与える影響を分析するためのフレ
ームワークが精緻化でき，「２．研究の目的」
で述べた最終的な目的を達成するための準
備段階は終了した。また，SPMS と対比すべき
予算管理システムの特徴と効果を明らかに
することで，新たな研究課題を示すこともで
きた。 
今後は SPMS やそれが影響を及ぼすマネジ

ャーの心理・行動に関する新たな測定尺度を
開発し，1 社または数社を対象とした質問票
調査の結果などの定量データを用いた，定量
的フィールドリサーチを実施することで，本
研究の最終目的の達成を目指していきたい。 
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